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編
集
後
記

『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
第
二
十
八
輯
を
お
届
け
致

し
ま
す
。
今
回
は
中
部
地
区
中
文
交
流
会
に
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
明
木
先
生
、台
湾
よ
り
ア
メ
リ
カ
に
移
ら
れ
る
合
間
を
縫
っ
て
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
川
合
先
生
よ
り
、
講
演
録
を
ご
寄
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
講
演
下
さ
っ
た
お
二
方
、
会
場
校
を
引
き
受
け
て
下

さ
っ
た
中
京
大
学
様
、お
越
し
下
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
論
集
は
大
変
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
道
家
先
生
の
『
風

俗
通
義
』
、
赤
井
先
生
・
岡
田
先
生
・
澤
崎
先
生
の
『
河
東
記
』
の

訳
注
も
続
け
て
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
多
様
な
内
容
の
論
集
と
な
り
ま

し
た
。

『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
は
一
昨
年
前
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
公
開
を
主
と
し
て
お
り
ま
す
。投
稿
を
ご
希
望
さ

れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。こ
ち
ら
よ
り
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
お
送

り
致
し
ま
す
。

（
大
島
絵
莉
香
）
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